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【概要】1981 年に発足した Z市外国人教育研究会は、発足以来の主要な目的として本名を呼び名のることの

できる学校・教室の実現を掲げている。本名を呼び名のる教育実践は、1970 年代に大阪市で始まり、その後、

Z市を含む全国に広まっていった。本名に関する取り組みは、今日においても、在日コリアンをはじめとする

外国人教育を実践する際の重要な目的として位置づけられている。そこで、本論では、在日コリアンの子ど

もたちの本名を呼び名のる教育実践の考え方と、その考え方に従って、教師にはどのような力量を形成する

ことが必要とされていたのかについて明らかにすることを研究目的とした。以上の研究目的を明らかにする

ために Z市の小学校外国人教育研究会の研修会で議論されている内容に焦点を当て考察を進めた。その結果、

以下の４点が明らかとなった。第一は、本名を呼び名のる学級・学校づくりとは、在日コリアンの子どもが

本名を臆することなく用いることが可能となるような差別や偏見のない学級・学校の実現を意味するという

ことである。第二は、学校・教室の中の子どもの間に民族差別があるという事実を知り、それを解決するた

めに取り組むことの必要性を教師が認識することである。第三は、韓国・朝鮮の民話、物語、あそびを教材

として韓国・朝鮮に親しみ、肯定的なイメージを形成することができる教育実践を行うことである。第四は、

日朝関係を社会と外国人教育双方の学習内容を取り入れた近現代史の授業実践を行うことである。	

【キーワード】教員研修会　　在日外国人児童生徒教育　在日コリアン　本名を呼び名のる

１．はじめに

　在日外国人児童生徒教育（以下、外国人教育と称す）

は、1970 年代の初頭から在日コリアン (1) の差別や偏見

の軽減をめざして大阪市をはじめとするいくつかの地

域で開始された (2)。それに伴って、在日コリアンの子

どもたちをめぐる問題を認識しはじめた教師は、彼ら

に対する差別を軽減するための実践のあり方を探りは

じめる。そのための重要な取り組のひとつとしてあげ

られるのが、教師による研究・実践団体の組織と、研

修会の開催である (3)。本論で焦点を当てる Z市教育委

員会は、1981 年に「Z市小学校外国人教育研究会」（以下、

外教研と称す）を発足させた (4)。発足以来、外教研は、

授業研究会、見学研修会、講演や授業実践の報告による

研修会を行っている (5）。その研修会のテーマの一つは、

「本名を呼び、名のることのできる学級・学校づくりを

すすめよう」である。

　本名を呼びなのるというスローガンは、1970 年代に

大阪市で始まった在日コリアンに対する差別の排除を

めざす運動及び、教育実践の目標として位置づけられて

きた (6)。外教研は、大阪の運動と教育実践の影響を受け、

1981 年から今日までの 37年間にわたって、本名を呼び

名のる学校・学級づくりを課題の一つとして取り組ん

できたのである。このように、長年、本名を呼び名の

る実践の在り方について研究・実践してきた外教研は、

本名を呼び名のる教育を教師がどのように捉え、その

ために教師は何を行ってきたのかを明らかにする際の

重要な手がかりとなる。

　外国につながりのある子どもの本名を呼び名のる教

育実践に関しては、ハタノや藪本の研究がある (7)。そ

れらの先行研究の特徴は、次の二つにまとめることが

できる。第一は、1980 年代より増加してきたニューカ

マーの子どもたちに焦点を当てていることである。第

二は、本名を呼び名のる取り組みが、ニューカマーの

子どもと彼らを支える教師らによってどのように捉え

られ、その意義が変容しているのかについて論じられ

ていることである。これらの先行研究は、近年の外国

につながりのある子どもの名前をめぐる教育実践の在

り方を理解するためには意味がある。しかし、それらは、

その原点である在日コリアンの子どもたちをめぐって、

本名を呼び名のるというスローガンをどのように解釈

し、実践しようとされてきたのか、その考え方を教師

と教育実践の観点から明らかにされたものではない。
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外国につながりのある子どもをめぐる教育実践のひと

つのスローガンとしてされてきた本名を呼び名のる教

育実践が目指してきたことは何かを明らかにすること

は、これからの外国につながりのある子どもの名前を

めぐる教育実践のあり方を考えるためにも意味がある。

　そこで、本論では、Z市の外教研が主催する研修会に

焦点をあて、本名を呼び名のる教育実践をどのように

捉え、本名を呼び名のることを目的とした研修会にお

いて、教師にどのような力量を形成しようとしてきた

のかを明らかにすることを目的とする。

　以上の目的を明らかにするために、本論は、次の手

続きに従って論を進める。第一は、外教研の活動方針

とされている本名を呼び名のる教育実践の意図を明ら

かにすることである。第二は、外教研の研修会におけ

る教師の語り及び、実践報告を考察することである。

　筆者は、2012 年より外教研の研修会に参加してきた。

本論は、そこで収集した 2012 年以降の研修会資料及び、

1994 年度から 2017 年度までの研修会及び研究会に関す

る資料を考察の対象とする。

２．Z市小学校外国人教育研究会の活動指針

　本章では、外教研の活動方針の内容を考察すること

を通して、外教研が考える本名を呼び名のる教育実践

の目的を明らかにする。

　そのために、ここでは、まず、外教研がどういった

目的で活動してきたのか、1994 年度から 2017 年度まで

の活動方針を振り返る。外教研の活動方針は、表１「Z

市小学校外国人教育研究会活動方針（1994 年度～ 2017

年度）」にまとめた。表１の通り、1999 年度から 2005

年度の活動方針は、「本名を呼び名乗ることのできる学

級・学校づくりを進めよう」である。この６年間は、活

動方針として本名を呼び名のることを位置づけている。

それ以外の時期は、本名を呼び名のることを活動方針

とは位置づけていない。しかし、各年代に位置づけら

れた活動方針は、それぞれ本名を呼び名なのる目的と

関連付けられている。

　1994 年度から 1998 年度及び、2006 年度から 2008 年

度の活動方針は、「民族差別をなくすことをめざす創意

ある実践の推進（を進めよう）」である。外教研は、こ

の活動方針を、「本名を呼び、名乗れるような学級集団

の確立」を意図していると述べている（8)。このことから、

本名を呼び名のることのできる学級・学校の状況が民

族差別のない状態を意味していることがわかる。

　外教研は、2009 年度から 2017 年度の活動方針を「さ

まざまな民族的なルーツをもつ子どもたちが自分を大

切にし、互いの違いを生かし合える学校・学級づくり

を進めよう」と設定した。外教研によると、この目的

は本名の問題に集約される (9）。つまり、外教研の教師

は、本名を呼び名のることができる学校・学級環境が、

在日コリアンの子どもと日本人の子どもたちがお互い

の違いを尊重して実現されるものであると考えている

のである。

以上のことから、本名を呼び名のることのできる学校・

学級をめざすこととは、差異を尊重し差別や偏見のな

い状況の実現を意味するひとつのスローガンであると

理解することができるのである。こうした差別や偏見

のない学校・学級すなわち、本名を呼び名のることの

できる学校・学級の実現は、外教研の活動方針の中心

となる考え方としてこれまで位置づけられてきた。

表 1　Z市小学校外国人教育研究会活動方針

（1994 年度～ 2017 年度）

1994 年度～ 1998 年度：

民族差別をなくすことをめざす創意ある実践の推進

1999 年度～ 2005 年度：

本名を呼び名乗ることのできる学級・学校づくりを

進めよう

2006 年度～ 2008 年度：

民族差別をなくすことをめざす創意ある実践を進め

よう

2009 年度～ 2017 年度：

さまざまな民族的なルーツをもつ子どもたちが自分

を大切にし、互いの違いを生かし合える学校・学級

づくりを進めよう

　このように外国人教育のスローガンとして在日コリ

アンの本名を取り上げるのには、名前をめぐる抑圧の

歴史と、社会的問題があることにも注目すべきである。

まず、在日コリアンの名前をめぐる抑圧の歴史につい

てである。外教研は、在日コリアンの「名前（本名）の

問題の中に様々な歴史的・社会的な問題が象徴的に現

れている」と述べている (10）。在日コリアンの名前をめ

ぐる歴史的問題としてあげることができるのは創氏改

名である。水野は、創氏改名には同化と差異化の双方

の側面が存在すると指摘する (11)。しかし、創氏改名は、

皇民化政策において、強制的に韓国・朝鮮の人々に対し

て実施された政策である。こうした側面に重きを置い

て、外教研は、創氏改名を韓国・朝鮮の人々の民族性を

奪い同化を強いる歴史的問題の一つとして捉えている。

そのことは、外教研の教師が実践する６年社会の授業

実践において、創氏改名が在日コリアンの通称名使用

の原点であることであることを子どもたちに知らせて

いることからも読み取ることができる（12）。こうした点

から、外教研の教師は、名前を韓国・朝鮮の人々の同

化と抑圧を象徴する問題として捉えているのである。

　次に、在日コリアンが日本名を名のらざるを得なかっ

た社会的問題についてである。社会的問題のひとつとし

てあげられるのが、在日コリアンに対する様々な差別

を回避する手段としての通称名使用である。差別の中

でも、日本名を名乗らざるを得なくなった顕著な出来事

は、在日コリアンに対する就職差別と入居差別である。

金は、1970 年代初頭の小沢有作らの在日コリアンと未

解放部落出身者の企業の採用状況についての調査に基

づいて、在日コリアンに対する就職差別に焦点を当て、
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その実態を明らかしている（13）。

　多くの在日コリアンの人々は、就職差別を回避するた

めに、通称名を名のり、日本人として採用に応募する

ことを選択するようになっていった。しかし、通称名

を名のることについて、金は、「いったん日本名を名のっ

て日本の職場に働くとなると、自己の家族の事情を隠す

必要があり、その親（朝鮮人）を否定したり、その存

在をヒタ隠しに隠す」ことになると指摘する（14）。そして、

金によると、通称名を名のることは、「現存する人間が

消える」ことでもあるという（15）。金の指摘に基づくと、

通称名を名のることは、在日コリアンである自分自身

の存在を隠すことであり、それは在日コリアンである

家族、そして自らの存在を否定することでもある。

　以上の通り、名前をめぐる歴史や近現代の社会におけ

る出来事を振り返ると、在日コリアンに対する差別や偏

見の実際が明らかとなってくる。以上を踏まえ、外教研

の教師は、本名を呼び名のるというスローガンの中に、

これまでの韓国・朝鮮の人々の歴史的・社会的差別を

省みる視点を含めながら、在日コリアンに対する差別

のない学校・学級づくりに取り組んできたといえる。

　外教研は、本名を呼び名のる学校・学級づくりを活

動方針の中心に位置づけ、差別や偏見のない学校・学

級づくりをめざしてきた。そして、子どもたちが学校・

学級において、本名を名のるということは、在日コリ

アンとしての民族性と誇りを取り戻すことであり自己

肯定へと向かうことを目指す実践でもある（16）。以上の

ことから、外教研の考える本名を呼び名のることので

きる学校・学級とは、すなわち、差別や偏見のない学校・

学級であり、在日コリアンの子どもたちが出自を隠す

ことなく、自らの民族性について肯定することができ

るよう状況のことを意味すると考えることができるの

である。

３．在日コリアンの子どもをめぐるエピソード

　本章では、外教研の教師たちが在日コリアンの子ど

もたちが自己肯定できる差別や偏見のない学校・学級

づくりに向けてどういった教師の力量を形成しようと

してきたのかについて、外教研の研修会の内容を検討

することを通して明らかにする。ここでは研修会で語

られた在日コリアンの子どもをめぐる教師の報告内容

を考察する。

　前述した通り、外教研は、本名を呼び名のる学校・

学級づくりをスローガンとして、年に４回研修会を行っ

ている。その中でも、本章では、2月と 5月に行われて

いる研修会における教師の報告に焦点を当てる。なぜ

なら、その他の二つの研修会が在日コリアンに縁のあ

る場所への見学研修会と授業研究会である一方で、２

月と５月の研修会では、教師の見学研修会と授業研究

会の総括や、実践報告がされているからである。本章

では２月と５月の研修会における教師の報告に注目し、

その語りを考察することを通して、本名を呼び名のる

実践において必要とされる教師の力量を明らかにする

ための手がかりとしたい。

　２月と５月に行われる研修会における教師の報告は、

①「在日コリアンの子どもをめぐるエピソードについ

ての教師の語り」と②「実践報告」に分類することが

できる。1994 年度から 2016 年度までの報告は、資料 1

「在日コリアンの子どもをめぐるエピソードについての

教師の語りと実践報告」にまとめた。

　資料１からは、次の２点を読み取ることができる。第

一は、①「在日コリアンの子どもをめぐるエピソード

についての教師の語り」において、在日コリアンに対

する教室における差別や偏見の実際と、差別の排除に

取り組む教育実践が報告されていることである。第二

は、②「実践報告」において民話、物語、あそびを低・

中学年で取り組み、６年社会の近現代史における外国

人教育の実践が中心に報告されていることである。

　資料１によると、①「在日コリアンの子どもをめぐ

るエピソードについての教師の語り」は、1994 年から

1999 年の間に報告されおり、2000 年以降からは②「実

践報告」のみとなる。1994 年から 1999 年までの①「在

日コリアンの子どもをめぐるエピソードについての教

師の語り」は、合計 16である。その中でも、資料１の

12「在日韓国朝鮮人の子どもとの出会い -保健室から思

うこと」と 32「チョゴリが輝くとき」は、在日コリア

ンの少数在籍校における韓国・朝鮮の文化に関する学

習についての取り組みについてである。この二つの報

告では、これまで出自を明らかにしてこなかった在日

コリアンの子どもが、韓国・朝鮮に関する学習を通して、

在日コリアンであることを明らかにしたことや、韓国・

朝鮮についての学習がきっかけとなって朝鮮学校へ進

学することを決めたことについて語られている。こう

した、在日コリアン少数在籍校ついては２つの報告の

みであり、その数は少ない。

　一方で、12番、32番以外の 14の報告には、在日コリ

アンの子どもや保護者が差別や偏見に対して不安を抱

いている状況、そして実際に教室で起こる差別や偏見に

関わる出来事と、その解決に向けての教師の取り組み

が記されている。その典型的な例として資料１の２「『せ

んせい、韓国・朝鮮語であいさつしてもいい？』－３年、

４年での在日韓国・朝鮮人とのこどもとのかかわりか

ら」をあげることができる。報告に登場する在日コリ

アンの Aは、給食で「いただきます」の声かけや、帰

りの会で「さようなら」を言うときに韓国・朝鮮語を

用いたいと言い、在日コリアンであるということを隠

そうとはしない。一方で、子どもたちは、韓国・朝鮮

語を用いる Aに対して否定的な態度をとることがある。

こうした状況でありながらも、Aは、教室で韓国・朝鮮

語の挨拶をし続ける。韓国・朝鮮語を話すことは在日コ

リアンであるAにとって親や自己を肯定するために必要

な行為であったと言えるであろう。その意味を認識し

ていた Aの担任教師は、Aが韓国・朝鮮の文化を明らか

にできる学級づくりに向けた取り組みとして、あそび

集会でユンノリ（韓国・朝鮮のすごろく）や、社会で「ど
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うして日本にはこんなに多くの韓国・朝鮮人が住んでい

るのか」といった授業実践を通して、子どもたちが在

日コリアンや韓国・朝鮮の文化についての理解を深め、

Aが韓国語を使うことや、本名を名のりやすい学級づく

りに取り組んだ。このように、Aをめぐる実践報告では、

在日コリアンに対する差別や偏見の実際と、それらを

排除するための教育実践が報告されている。

　Aをめぐる報告のように、①「在日コリアンの子ども

をめぐるエピソードについての教師の語り」は、在日

コリアンの子どもに対する差別や偏見の実際及び、そ

うした状況を改善するための教師の実践において明ら

かである。

４．教師の語りに見る差別と偏見の課題

　前章では、外教研が本名を呼び名のることをスロー

ガンとした研修会を通して、教室における差別と偏見

の実際と、その実際を改善する教師の取り組みが報告

されていることが明らかとなった。本章では、研修会

における報告を通して、外教研の教師はどういった意

識を共有してきたのかについて考察する。

　外教研は、本名を呼び名のることのできる差別や偏見

のない学校・学級づくりを活動方針として教育実践を展

開してきた。その背景には、在日コリアンの子どもた

ちや韓国・朝鮮に対する差別や偏見が教室や学校の中

にある。こうした差別や偏見は、たとえば、資料１の

11「在日韓国・朝鮮人のこどもたちとの出会いの中で -

学級での取り組みを通して」の報告から読み取ること

ができる。この報告では、出自をからかわれた在日コ

リアンの子どもの存在と、その子どもとの出会いがきっ

かけとなって外国人教育に取り組みはじめた教師自身

の経験が語られていた。教師は、その後、担任した学

級において、Bという在日コリアンの子どもと出会い、

周囲の子どもたちが在日コリアンである Bへの理解を

深めるための取り組みを行った。例えば、Bが行った韓

国旅行についての日記を学級で発表することや、韓国・

朝鮮の物語や遊びの紹介である。

　以上の報告及び、前章で取り上げた資料１の 2の事例

のように、外教研の教師は、在日コリアンの子どもに

対する差別や偏見に関わる出来事がきっかけとなって、

子どもたちの韓国・朝鮮をテーマにした教育実践を行っ

ている。池上によれば、争いや排斥の背景には、個人

的な利害やうらみがあるわけではなく、例えば、国籍

や民族といった社会的属性に対して抱かれる悪感情や

偏った考え方があるという（18）。こうした集団に対する

悪感情や偏った考え方が偏見であり、それに対する争

いや排斥といった攻撃を差別という。研修会における

教師の報告からわかるのは、子どもの中にも、在日コ

リアンとしての社会的属性に基づいた否定的な意識が

あることである。

　以上のように、外教研の①「在日コリアンの子どもを

めぐるエピソードについての教師の語り」では、日常

の様々な場面で現れる在日コリアンの子どもたちに対

する偏見や差別の様子が報告されている。そのことは、

資料１の 18「授業『白い小びん』の報告にも表れてい

る。そこでは、子ども同士のけんかで、日本人の子ど

もが在日コリアンの子どもに対して、「日本から、出て

いけ」と言ったことが報告されている。メンミは、差

別について「現実上の、あるいは架空の差異に普遍的、

決定的な価値づけをすることであり、この価値づけは、

告発者が己れの特権や攻撃を正当化するために、被害

者の犠牲をも顧みず、己の利益を目的として行うもの

である」と述べている（19）。メンミの論に従えば、学級・

学校の中にも、差異に対する否定的な価値づけは存在

する。それは、けんかなど、自分自身が優位に立ちた

いと思う場面において、その意識が明らかになること

がある。

　好井は、前述したメンミの定義において注目すべきで

あるのが差別－被差別という二分法的見方であると指

摘する。外教研の教師の報告から分かるのは、好井が指

摘する差別-被差別の関係が教室にも存在しているとい

うことである。そのことは、日常の様々な場面で現れる。

そしてその差別－被差別の関係が教室の中で明らかに

なった際、教師としてその実際とどう向かい合えば良

いのかという課題が浮かび上がってくるのである。以

上からわかるのは、①「在日コリアンの子どもをめぐ

るエピソードについての教師の語り」を通して教師に

共有されてきた課題は、本名を呼び名のることのでき

る学校・学級づくりに向けて、まず、教師が学級の中

にも民族による差別や偏見があるという現実を認識し、

教室における民族差別や偏見の排除に取り組むことの

重要性である。

５．�外教研の教員研修会を通して養われる外国人児童

生徒教育における教師の専門性

　外教研の研修会では、①「在日コリアンの子どもをめ

ぐるエピソードについての教師の語り」を通して、教

室における差別―被差別の実際が存在することを知り、

その克服に取り組む教師の姿を共有してきたといえよ

う。それでは、差別－被差別の関係をどのように克服

したら良いのか、その具体的な方法については、②「実

践報告」から読み取ることができる。本章では、②「実

践報告」の内容を通して、外教研が考える外国人教育

を実践するための教師の専門性とは何かについて考察

する。

　資料１によると、特別活動（18）、総合的な学習の時

間（16）、道徳（２）、国語（２）、音楽（１）、社会（16）

についての②「実践報告」に関わる内容が報告されて

いる（括弧内の数字は報告数）。以上のように、②「実

践報告」の中心は、特別活動、総合的な学習の時間と

社会である。

　まず、特別活動と総合的な学習の時間についての報

告の内容は、次の三つの活動に分類することができる。

第一は、民話、遊びの体験である。第二は、韓国・朝

鮮につながりのある人々と交流することである。第三
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は、作文集や物語を読んで日本と韓国・朝鮮の関係及

び、差別の実際を知ることである。これらの学習内容は、

道徳、国語、音楽においても共通している。

　特別活動と総合的な学習の時間におけるあそび、民

話、物語に親しむことや、韓国につながりのある人と

交流することは、韓国・朝鮮に対する肯定的なイメー

ジを育てることを目的とする。こうした学習と異なる

のが、資料１の 14「在日コリアンの子どもたちの作文

集『ミレ（未来）』を基に日本にある差別の問題につい

て知る」である。この実践は、４年生で行われた。教師は、

作文集を読む前の事前学習として、朝鮮初級学校と学

級の子どもたちとの交流会を開いている。その後、朝

鮮初級学校の子どもが書いた「人間として正しく生き

ることは」というタイトルの作文を読む。この作文には、

在日コリンの子どもが「日本は韓国人のいるところで

はない」と言われた経験と、そういった差別を受けなが

らも在日コリアンであることを隠さずに日本で生活し

たいという気持ちが記されている。ここで、実践者で

ある教師は、子どもたちに韓国併合によって多くの人々

が韓国・朝鮮から日本に渡ってきたことを知らせてお

り、日朝関係についての歴史を学ぶことの必要性を明

らかにしている。

　外教研の研修会では、1994 年以降、16の社会に関す

る「実践報告」が行われている。その中の 15の報告が

６年である。その内容は、「韓国併合」（８）、「豊臣秀吉

の朝鮮侵略」（１）、「関東大震災と朝鮮人襲撃」（３）、「創

氏改名」（２）、「朝鮮通信使」（１）である（括弧内には

報告数を記した）。

　以上のように、外教研においては、「朝鮮侵略」や、「韓

国併合」といった近現代における日本と韓国・朝鮮と

の関係が学習内容となっている。その中でも、注目す

べきであるのは、「韓国併合」の学習内容である。資料

１にまとめた通り、「韓国併合」については、８つ実践

報告がある。このことから、「韓国併合」は、６年社会

における外国人教育の中心的な教材であることがわか

る。外国人教育としての「韓国併合」の学習の特徴は、

歴史的な事実を学ぶだけではなく、抑圧されていた韓

国・朝鮮人や在日コリアンの気持ちを理解することが、

学習目標として位置づけられていることである。その

中には、「日本の植民地になった朝鮮の国で、そこに住

む人々はどんな思いだったのかを、同じ立場になって

考えている」という評価基準を設け、韓国・朝鮮の人々

の心情について考えさせ、感想を書かせる活動が位置づ

けられている授業もある。そこでは、「韓国併合」がきっ

かけとなって日本に渡ってきた在日コリアンのことも

学習する。その学習の中でも、日本に渡ってきた韓国・

朝鮮人の気持ちを考える作文を書く活動を行っている。

　「韓国併合」の時の朝鮮人の心情を共感的に理解しよ

うとする学習は、資料１の中の「創氏改名」「関東大震

災と朝鮮人襲撃」の授業も同様である。このようにして、

外教研の６年社会では、抑圧－非抑圧、あるいは好井

が論じた差別－被差別の関係が歴史の中に存在する事

実を子どもたちに知らせるのである。さらに、こうし

た歴史の学習では、被差別の立場にあった韓国・朝鮮

人や在日コリアンの心情について考えさせることを通

して、抑圧や差別の問題についての理解を促す活動が

位置づけられている。

　以上からわかるのは、外教研の研修会の②「実践報告」

において、外教研は、外国人教育を実践することができ

る次のような専門性を育てようとしていたことである。

第一は、韓国・朝鮮の民話、物語、あそびを教材化し、

子どもたちが韓国・朝鮮に親しむことのできる実践を

行うことこができること、第二は、「韓国併合」を中心

とした近現代における日朝関係を社会と外国人教育の

双方の学習内容を取り入れて授業実践を行うことがで

きることである。

６．おわりに

　本論では、Z市の外教研が主催する研修会に焦点をあ

て、外教研が考える本名を呼び名のる教育実践につい

ての考え方を明らかにし、そこで必要とされる教師の

力量とは何かについて考察してきた。

　外教研は、本名を呼び名のる学級・学校づくりにつ

いて、差別や偏見のない学級づくりと同義に捉えてい

ることが明らかとなった。つまり、それは、本名を用

いること自体を目的としているのではなく、在日コリ

アンの子どもが本名を臆することなく用いることが可

能となるような学校・学級の実現である。

　こうした目的に基づいて、外教研が、育成しようと

してきた教師の力量は、次の三点である。第一は、学校・

学級の中の子どもの間に民族差別があるという事実を

知り、それを解決するために取り組むことの必要性を

教師が認識することである。第二は、韓国・朝鮮の民話、

物語、あそびを教材として韓国・朝鮮に親しみ、肯定的

なイメージを形成することができる教育実践を行うこ

とである。第三は、「韓国併合」を中心とした近現代に

おける日朝関係を社会と外国人教育双方の学習内容を

取り入れて授業実践を行うことである。これらの力量を

形成することは、教室に在日コリアンの子どもが在籍し

ているクラスを担任する教師にとって意味がある。前述

した三つの教師の力量の中でも、特に、民族や国といっ

た社会的属性によって、教室においても差別や偏見に

関わる問題が生ずるという事実を教師が把握すること。

そういった教室における差別や偏見の実際から目を逸

らすことなく、現状の改善に取り組もうとすることは、

外国人教育を進展させる重要な第一歩であるといえる。

　差別や偏見の排除に向けての教育実践として、韓国・

朝鮮の遊びや民話など、子どもたちが楽しいと思える

教材を用いた教育実践を行うことは大切な取り組みで

ある。こうした学習は、小学校低・中学年には適した

活動であるといえる。それに加えて、重要なのが、歴

史である。外教研で報告されていた６年社会の近現代

史の学習の中で、韓国・朝鮮について学習することは、

日朝関係において韓国・朝鮮の人々が置かれていた状
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況と、在日コリアンが存在することを理解するために

意味がある。しかし、こうした関係に基づいた日朝関

係についての学習が、今日の在日コリアンに対する差

別や偏見の排除に向けてどのような意味があるのかは

明かではない。これから必要となってくるのは、従来

の近現代史の学習に加え、現在の在日コリアンの人々

に対する差別の実際についてである。このように、現

在の在日コリアンをめぐる教育内容を構成していくこ

とはこれからの課題である。

【注】
( 1 )	 	在日コリアンは、1910 年の韓国併合によって朝鮮

より日本に渡航してきた人々及び、1939 年の朝鮮
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践報告または授業研究によって構成されている。8
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ねる見学研修会である。10月下旬から 11月上旬に

は、外国人教育に関する授業実践の参観と授業研

究を中心とした研修会が開かれる。
(6 )	 	稲富進著、中村水名子編（2008）『ちがいを豊かさ

に－多文化共生教育の明日を拓く』三・一書房、

pp.95-96。
( 7 )	 	リリアン・テルミ・ハタノ（2009）『マイノリティ

の名前はどのように扱われているのか－日本の公

立学校におけるニューカマーの場合』ひつじ書房。

薮田直子（2013）「在日外国人教育の課題と可能性

－『本名を呼び名のる実践』の応用をめぐって」

『教育社会学研究』第 92 集、日本教育社会学会、
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(11)	 	水野直樹（2009）『創氏改名－日本の朝鮮支配の中
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(12)	 	創氏改名については、６年社会の単元「長く続い

た戦争と人々のくらし」の中で学習する。外国人

教育としては、「朝鮮の人々の生活やくらしを抑圧

するだけでなく、民族としての誇りをも傷つけた

ことに気付くようにする」という目的が設定され

ている。そして、創氏改名が多くの在日コリアン

が日本名を名のることのはじまりとなったことを

押さえ、朝鮮名を守りたい思いについて考えさせ、
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資料 1　Z市小学校外国人教育研究会研修会における実践報告・授業実践報告（1994 年から 2016 年）資料１　Z市小学校外国人教育研究会研修会における実践報告・授業実践報告（1994年から2016年）

報告年 学年
教科／特活／ 総
合／報告

報告テーマ／授業タイトル（目標等）

1 1994 3 報告 本名で生きるA君とともに-3年生の学級での取り組みから

2
3，4 報告 「せんせい、韓国語であいさつしてもいい？」-３年、４年での在日韓国・朝鮮人のこどもとのかかわ

りから
3 1，2 サラムタイム 「へらないいなたば」の話を聞く。韓国が日本の隣の国であうることを知る。

4 5，6 サラムタイム 「へらない稲たば」の話を聞く。日本と朝鮮の関係について知る。

5 1～3 サラムタイム 朝鮮の昔話（「とらとふえふき」）の話を聞く。

6 4～6 サラムタイム 在日の由来についてふれる。テープで「白い小びん」と「日本ととなりの国」を聞く

7 4～6 サラムタイム 朝鮮の昔話（「おどりトラ」）を聞き、その楽しさにふれる。

8 ？ 国語 「白い小びん」

9 6 社会 単元：新しい日本への歩み－日清日露戦争　＊韓国併合

10 ？ 社会 単元：わたしたちの生活と政治　わたしたちのくらしと憲法『基本的人権』」

11 1995 1～6 報告 在日韓国・朝鮮人の子どもとの出会いの中で-学級での取り組みを通して

12 1～6 報告 在日韓国朝鮮人の子どもとの出会い-保健室から思うこと

13 1～6 報告 外国人教育週間の取り組みから

14 4 人権学習 在日コリアンの子どもたちの作文集「ミレ（未来）」を基に日本にある差別の問題について知る。

15 6 社会 単元：日本のあゆみ（二）　日清・日露の戦争と条約改正　＊韓国併合

16 1996 1 報告 一年生の子どもたちと・・・

17 1 報告 一年たちと出会って

18 3 報告 授業「白い小びん」を通して

19 5 報告 五年生のクラス

20 1 学級活動 ハングルカルタで遊ぶ

21 3 国語 物語「白い小びん」

22 4 学級指導 朝鮮相撲「シルム」

23 6 社会 単元：武士の世の中（２）－天下統一への道　＊豊臣秀吉の朝鮮侵略

24 1997 3 報告 「子どもと朝鮮がつながること。そして、人と人とがつながること。」-クラスの取組を中心に

25 2 報告 中国帰国児童をめぐって

26 3 音楽 「故郷の春」「モリオッケムルップパルム」「小さな世界」（ハングル）を歌う。

27 6 社会 単元：新しい日本への歩み『日清・日露の戦争と条約改正』」　＊関東大震災と朝鮮人襲撃

28 1998 1～4 報告 「先生、約束のもん持って来てん。小さいとき、わたしこのチョゴリ着ててん。」

29 2 報告 一年間を振り返って

30
5，6 報告 「ぼくは韓国人としてほこりをもてるようになりました。」-5年・6年での在日韓国・朝鮮人の子どもとの

かかわりから

31 1998 6 社会 単元：戦争と国民生活　太平洋戦争とアジアの人々-創氏改名（皇民化政策）　＊創氏改名

32 1999 2，3 報告 「チョゴリが輝く時」

33 2 報告 A児との関わり

6 報告 ６年社会科学習からのアプローチ－「ぼくは、本名を大切にしていく」

34
6 社会 単元：新しい日本のあゆみ（１）　２日清・日論の戦争と条約改正(1)日清戦争と日露戦争

＊韓国併合

36 2000 6 報告 「私も韓国人やけど、けっこう日本人やし～」を受けて-６年生の社会科から総合的な学習を通して

37 6 社会 単元：日清・日露の戦争と条約改正　日本やロシアとの戦争-韓国併合　＊韓国併合

38 6 まい・ちゃれんじ 韓国・朝鮮の人となかよくなろう。

39 6 社会 単元：戦争と国民生活　太平洋戦争とアジアの人々-創氏改名（皇民化政策）　＊創氏改名

40
4 総合的な学習

の時間
単元「みんなでマダンをひらこう」

41 2001 報告及び授業報告なし

42 2002 6 報告 「六年生と歩む外国人教育」-社会科　総合的な学習の時間を通して

49 2003 報告及び授業報告なし

50 2004 6 社会 単元：世界に歩み出した日本　＊韓国併合

51 2005
5 けやき学習

「外国人教育」
日本に住んでいる外国籍の人々について知る。（どうしてこんなに多くの韓国・朝鮮の人々が日本に
住んでいるのだろうか）

52 2006 2 学級活動 韓国・朝鮮のあいさつのことばや動物の鳴き声

53
5 人権学習

（外国人教育）
「朝鮮半島と日本が『似ているところ』『ちがうところ』」

54 6 社会 単元：世界に歩み出した日本　＊韓国併合

55 2 ふれあい学習 おとなりの国　かん国・ちょうせん

56 2007 3 道徳 「外国の文化『マダン』」

57 2008 6 社会 単元：世界に歩みだした日本　　＊韓国併合

58 2008 5 人権の学習 朝鮮通信使について知り、絵巻を描く準備をする。

59 2009 5 ふれあい学習 「A朝鮮中高級学校を知ろう」

60 2010 6 社会 単元：世界に歩みだした日本　　＊韓国併合

61 2011
3 学級活動

（外国人教育）
「三年とうげ・清水の三年坂」

62 2012 2 学級活動 「韓国・朝鮮の歌遊びをたのしもう『はじめて会った友だちどうし」

63 2013 6 社会 単元：世界に歩み出した日本　　　＊関東大震災と朝鮮人襲撃

64 2014 6 社会 単元：戦国の世から江戸の世へ　＊朝鮮通信使

65 2015 6 社会 世界に歩み出した日本-関東大震災と朝鮮人襲撃事件　　＊関東大震災と朝鮮人襲撃

66 2016 4 道徳 「友達」
＊１　①「在日コリアンの子どもをめぐるエピソードについての教師の語り」に網掛けをした。
＊２　６年社会の「報告テーマ／授業タイトル（目標等）」の＊の記述は、本時の内容について記した。
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【Abstract】
     City Z's board of education established a Society for the Study of Foreign Student Education for Elementary School 
(SSFE) in 1981. SSFE has set an educational goal for Foreign Children Education entitled ‘calling and announcing 
the real name of Zainichi Korean children in the classroom or school.' Originally the educational practice based on 
the goal concerning the use of real names was started by some teachers in Osaka City, and that educational practice 
and idea influenced teachers in other areas including city Z. Even now the educational goal concerning the use of 
real names is still aimed at the education for foreign students; however, previous research has been conducted on 
this concept and the teachers' abilities to put this concept into practice. This paper addresses two research questions: 
the first is to clarify the concept of educational practice of real name; the second is to discuss the teacher’s abilities 
to practice that concept. In order to discuss these two research questions, I have analyzed the training sessions of 
SSFE. The results of this paper are the following four points: (1) the real purpose concerning real name means to 
reduce the discrimination and biase against Zainichi Koreans and Zainichi Korean children can give their real name 
without flinching;  (2) teachers need to know the fact of discrimination against Zainichi Korean children in their 
classrooms, and practice reducing discrimination; (3) it is necessary that teachers help children acquire a positive 
image of Korean and Zainichi Koreans by means of teaching children's games and folktales related to Korea; (4) it is 
important to acquire special knowledge and skills to teach the relationship between Japan and Korea in modern and 
current history for teachers.  

【Keywords】Workshop for Teachers' Training, Education for Foreign student,  Zainichi Koreans, Real Name of  
Zainichi Koreans




